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　横手からのシュート､シンカーなど多彩な変化球を織り交ぜ相手打線を手玉に取った。投球数はわずか
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せて６点。投げてはエース格の小森が横手からのスライダーを有効に使って

西海棒球団を散発２安打に抑え完封勝ち。危なげない勝ちっぷりだった。

　西海は投手陣が三菱打線を抑え込むのは難しいのだから、打線が援護しな

いと互角の勝負は挑めない。
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第49回(H.11年)④

②
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録した。森山クはソニー長崎の水本投手の立ち上がりを激しく襲い藤山の一

塁内野安打を口火に､緒方､馬場の長短打で２点を先制。これをソニー長崎が
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ものの快音は聞かれずじまいだった。

 　森山クラブはＣ級で今季の西日本２部と高松宮賜杯２部の県大会に出場しそれぞれ

0

全日本大会　9.3～:京都府

㈱親和銀行
【二】 3-1 福井市役所(福井)

【三】

 １時間43分

【親　銀】

失

 １勝を挙げているが、Ａ級のソニー長崎を倒したのは金星。県選手権は昭和59年第34

 回大会が初出場。それから13年間は轟クラブや小長井クラブが出場。昨年二度目の出

 場で１勝を挙げている。

【準決勝】(かきどまり:第３試合)　振球犠盗
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大きな魚を逃がした感じだった。
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【評】親銀の山口が３安打完封し前日に続いて２試合連続完封勝利を飾った。

山口は速球とカーブ、スライダーのコンビネーションが良く相手に付け入る
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な内容だった。打線も三回に生月の石屋の制球の乱れにつけ込み一死満塁と

し添田が右翼線に一掃三塁打。前川も三塁打して追加。ソツのなさを見せた。
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　生月は七回無死一三塁の絶好機も山口の投球に封じられた。

 　生月体協は今季の国体一般B県代表選考会で３勝をあげて決勝戦に進出。三菱重工

 に０-５で初の九州国体出場を逃している。選手権では６年前の平成５年第43回大会

 の二回戦で三菱重工を破って(2-1)初の決勝戦進出｡親和銀行に３-１敗戦している。

 ベスト４(S63年､H4年)進出は準優勝を含めて今回が４度目。
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　森山クラブは四回に連打と内野ゴロで迎えた一 0

土 橋

死二三塁の好機に田口の連続暴投に恵まれ一度は

優位に立ったが土橋が桝田の足に惑わされて連続
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の三菱は一死後に代打の桝田が四球で出塁すると
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【決勝戦】11/1　ビッグＮ　 振球犠盗失残併
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【二】桝本､沖田 ２時間25分

○…三菱重工長崎のエース小森

が最高殊勲選手賞と最優秀投手 ◇最高殊勲選手賞

賞の二つのタイトルを手にした。準々決勝の西海棒 ◇優 秀 選 手 賞

球団戦に続き２試合連続の完封。この日は横手から ◇敢　  闘　  賞

重い直球と緩いカーブ、シンカーを繰り出し力と技 ◇勝 利 監 督 賞

で相手を抑え込んだ。「直球が走り変化球も切れた。 ◇首 位 打 者 賞

楽に投げられました」と、会心の笑顔を見せた。 ◇優 秀 投 手 賞

　入社12年目のベテランでＭＶＰは３年前に次ぎ二 ◇完 全 試 合 賞

度目。「親和銀行には絶対に力は劣らないと思って

投げ続けた」とエースのプライドをのぞかせた。

最後の打者を遊飛に打ち取り喜

ぶ、三菱重工長崎のエース小森

　○…三菱重工長崎は宿敵の

　親和銀行を想定して練習し

た『親和対策』が実った。７月の天皇賜杯全日本県予選の決勝で延長12

回の末１-２でサヨナラ負け。それ以降､「１点をやらない守備」をモッ

トーに掲げ走者を置いた守備練習などに重点を置いた。またこの日は打

者がいつもより一握りずつバットを短く持って親和のエース山口をとら

え、９安打を浴びせた。布村監督は「親和さんには絶対負けたくない、

という気迫があった」と練習の成果を出した選手たちを讃えた。 記事と写真は平成11年11月２日付けの長崎新聞より抜粋と転載
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　三菱の打者は鋭いスイングで親和銀行の先発山口をとらえ三､四､五回と得

点圏に走者を進めたがあと１本が出なかった。ようやく六回に宮本、江添の

成　年 【一】 大分●親 和 銀 行
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【評】決勝戦にふさわしい緊迫した好試合は打力で上回った三菱重工長崎が
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　親和銀行はよく守ったが打線にやや迫力を欠いた。五回一死一二塁や九回
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「親和対策」で雪辱果たす

一死二三塁の好機も後が続かず、粘り強く投げた山口を援護できなかった。
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九州ブロック(鹿児島)で勝利
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